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平成１６年 ３月 定例会（第１回）

◆１７番（藤田精治君） 平成１６年第１回定例議会において，通告に従い，弘道

会を代表して質問をいたします。

本議会より日本国民，市民の象徴である国旗，市旗が掲揚され，弘道会一同，心

新たに市政に取り組む所存であります。

加藤市長におかれましては，はや就任１年を迎え，この間，市長の何事にも全力

で取り組む行政，そして時には声を荒げる力強い政治手腕を通し，加藤カラー，加

藤イズムが市民，職員に少しずつ理解されつつあると認識をいたしており，今後の

個性ある行政経営や適正な職員管理等に大きな期待をしているところです。

過日の読売新聞一面の報道に，文部科学省所管の機関による日本，中国，韓国，

アメリカで行った高校生の生活と意識調査の結果，日本の高校生は，男は男らしく

すべきが中国の８ 1.１％，アメリカの６ 3.５％，韓国の５ 4.９％に比べ４ 3.４％，

女は女らしくすべきが中国の７ 1.６％，アメリカの５８％に比べ２ 8.４％と性差意

識が極端に低く，さらに結婚前の純潔を守る女性の意識では，日本の３ 3.３％が守

るに比べ，中国７５％，韓国は７ 3.８％を示し，何とその分野では先進国と言われ

るアメリカの５２％の半分という悲惨な結果報告で，これら近年の男女共同参画社

会の推進により，日本の若者意識が大きな影響を受けたとありました。

これをもって日本の若者すべてを論じることはできませんが，渋谷での小学校６

年生女子の監禁事件や異常な化粧，または各地の成人式での蛮行や無機質で粗暴な

事件，若い親による児童虐待の多発など，日本の未来を託す若者のこの意識に，知

らず知らずのうちにここまで来てしまったかの感が強く，日本人らしい日本人よ，

どこへ行くの心境であります。

また，別の過去の調査では，その国の象徴で心のよりどころであるはずの国旗や

国歌に対する意識もアフリカの新興国と比べても大変低いと言われております。私

， ， ， ， ，は 祝日には国旗を掲揚し ひとしく祝意を表しており また 柵町の町内会では

道筋に何十本もの国旗「日の丸」を町内会挙げて掲揚しております。自分の家庭を

愛する心の広がりが，その住むまちを愛する心につながり，その心はふるさと水戸

を愛し育てる心であり，その広がりがまさしく日本に誇りを持ち，責任を果たす心

なのではないでしょうか。

加藤市長におかれましては，不幸なお身内の戦争体験や長年の議員としての経験

がございますが，今後の行政運営，政治活動をする上において，日本のシンボルで

ある国旗，国歌への基本的なお考えをお伺いいたします。

続きまして，我が会派の名であります弘道館水戸学の精神についてお伺いをいた

します。

先日の市長提案説明で，次世代に向けたまちづくりの中で，水戸の豊かな自然や

歴史などの郷土理解を深める教育の充実等，将来を担う子供たちを大切にはぐくん
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でいくとありました。

御承知のとおり，弘道館水戸学は，７００年にわたる封建時代から近代への先駆

けとして大きな役割を果たし，その教育理念である「弘道館記」には，水戸人は，

朝早くから夜遅くまで学問に励み，人はそれぞれの持つ道を広め，日本のあるべき

道を求め，親孝行や家族を愛する忠孝の心は一つを体得実践し，また学問もスポー

ツ，事業も一つであり，文武は分かれずと記されております。また，弘道館は，入

， 。学はあったが卒業はなく この思想はまさしく現在の生涯学習の考え方であります

， ， ，しかしながら この水戸の誇り 大きな個性ともいえる弘道館や水戸学の教えが

まだまだ学校教育や市民生活の中で生かされているとはいえず，この教えこそが日

本再生の人づくり，まちづくりの基本精神と考えておりますが，加藤市長の弘道館

水戸学へのお考え方，また生かし方などお持ちでしたら，お伺いをいたします。

続きまして 「元気都市・水戸 ，５０万都市構想の実現についてお伺いいたしま， 」

す。

「 」 ， 「 。 。 。弘道館記 で 出だしは 弘道とは何ぞ 人能く道を弘むるなり 道とは何ぞ

天地の大経にして」とありますが，それを加藤市長に当てはめると，加藤市長には

市長としての歩むべき道があり，その道は，今後水戸が進むべき王道で，それを広

めることが市長の責務という多くの市民の声が聞こえてまいります。

所信表明の中で，あらゆる分野において，強い決意を持って，皆が協力し合うこ

とにより，解決への道を見つけることが可能と確信していると述べております。

市長就任から１年，その進むべき道やその豪腕な手法や考え方に細々とした批判

やら厳しい意見等もあるかと思いますが，この１年間を顧みて 「元気都市・水戸」，

づくりへの取り組み現況や今後の進め方についてお伺いいたします。

また，５０万都市構想への第一歩である内原町合併をなし遂げた市長の構想実現

， ， 。へ向けての意欲や 今後の相手や見通しについても あわせてお伺いをいたします

次に，財政行政についてお伺いをいたします。

， ， ，我が国の経済は 緩やかな回復基調が見られるものの 長引く景気の低迷により

まだまだ厳しい経済情勢が続くと言われており，まして地方では，景気の回復傾向

は一向に見えないのが現状であります。

このような中で，歳入の根幹である税収の落ち込みに加え，国の言う三位一体の

改革という美辞麗句とは裏腹に，国庫補助負担金や地方交付税の削減を行うなど，

さらに地方にとっては厳しい懐となっております。

しかしながら，少子・高齢化は確実に進行し，さらに多様化する市民ニーズにこ

たえていくためには，より一層の行財政改革を進め，効率的な財政運営が必要不可

欠となります。

このような厳しい社会経済情勢の中で，加藤市長は，初めて予算編成を行ったと

ころでありますが，１６年度予算編成に当たっての基本的な考え方や方針，重点施
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策についてお伺いをいたします。

また，弾力のある財政運営の確立には，本市の財政状況がどうなっているのか常

にチェックする必要があり，そこで，経常収支比率，財政力指数，公債費比率，起

債制限比率の現状と今後の見通し及び財政運営の今後の進め方についてお伺いをい

たします。

次に，企画行政のうち，国立水戸病院移転に伴う跡地の有効利用についてお伺い

いたします。

，この件に関しては過去何度となく質問させていただいておるところでありますが

来年度中に茨城町「桜の郷」に移転，オープン予定とのことでありますので，その

跡地に関して再度お伺いいたします。

平成１３年，移転が決定して以来，跡地利用に関し，水戸市としては，当該地周

辺が住宅地であり，教育施設が多く立地しているなどの地域特性や地元要望などを

踏まえ，国立水戸病院の移転が予定される平成１６年にあわせて有効利用が図られ

るよう県に働きかけ，まちづくり等々の種々意見を聞き，総合的に勘案しながら跡

地利用の検討を進められ，さらには福祉施設やスポーツ施設等の要望の声について

も県との協議の中で伝えるとともに，水戸市として，市内部に跡地利用検討の組織

を立ち上げ，検討を始めたと平成１４年９月定例会において答弁されました。

国立水戸病院は，約４２年もの間，市民に愛され，周辺住民にも安心を与える施

設でありました。その施設が移転し，約 3.６ヘクタールにも及ぶ広大な土地が県有

地となり，県の高齢福祉課では，周辺が住宅地で高齢化が進んでいる現状などを踏

まえ，住宅系の利用によって地域の活性化を図ることも一つの方策と述べ，経済情

勢を見きわめつつ，水戸市の意見も聞きながら，住民の役に立つような利用策を検

討すると示されました。が，さて，どうでしょうか。住宅地として適しているでし

ょうか。

そこでお伺いいたしますが，市内部としての跡地利用検討の組織を立ち上げ，新

荘・常磐地区のまちづくりをどのようにするのか，内容等について，さらには今後

どのように県と協議をしていくのか，お伺いいたします。

平成１５年６月１２日付事務次官記者会見概要で，東京世田谷の国立小児病院の

跡地から大量の医療廃棄物，感染性医療廃棄物や水銀汚染が見つかり，大変な問題

になっています。次官の話では，ほかの国立病院等についても一斉に調査しなけれ

ばならないとのこと，さらには秋田病院，福島の大野病院等々にも同様の問題が起

きています。

平成１４年５月２９日，国民の安全と安心の確保を図るため，土壌汚染の状況の

把握，土壌汚染による健康被害の防止に関する措置等の土壌汚染対策を実施するこ

とを内容とする土壌汚染対策法が公布されました。

そこで，お伺いいたしますが，この土壌汚染対策法により，県としては，調査を
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実施しなければならないと思われますが，水戸市としては，県に対し，どのような

対応をとるのか，お聞かせください。

跡地に関し，調査の結果いかんによっては，所有権を持つ県として，異常な事態

になることが考えられます。ある自治体では，解消方法として，議会の採決にて公

共施設になった経緯があると聞き及んでいます。水戸市としても，未来の時代をに

らみ，地域の人たちの要望をとらえた万人に喜ばれる夢ある広場になることを願わ

ずにはいられません。

そこで，お伺いいたしますが，国立病院跡地に関して２００万円の予算が計上さ

れました。この２００万円の使途について，お聞かせください。

さらには，消防本部から国立水戸病院横を通過予定の都市計画道路３・４・５号

偕楽園公園上水戸線に関して，今後どのように対処していくのか，お伺いいたしま

す。

いずれにいたしましても，国立水戸病院跡地が最大有効利用されることを願って

やみません。

続きまして，旧町名復活についてお伺いいたします。

昭和３７年，住居表示に関する法律が公布されました。水戸市においても，人口

の増加，住宅の密集化等，高度成長時代の効率がすべての発想に押しつぶされ，郵

便制度の確立が至上命令のもと，昭和４１年から昭和５５年にかけて，住居表示，

町名合理化が実施され，長く親しんできた多くの城下町にちなんだ歴史的に由緒あ

る１６４の古来の町名が消え去っていきました。

水戸は，徳川氏の時代になってから，本格的に３５万石の城下町としての整備拡

充が行われ，多くの武士や町人が定住するようになって，町としての型ができ上が

り，それから昭和４０年までの約３００年間，土地の歴史を刻み，住民の暮らしを

示し，自然を映した，その土地に固有のかけがえのない町名が現存しました。馬口

， ， ， ， ， ， ， ， ， ，労町 新屋敷 鷹匠町 田見小路 鉄砲町 寺町 根積町 水門町 竹隈町 蔵前

花畑，肴町，江戸町，紺屋町など，いかにも城下町らしい町名でありました。

例えば，鷹匠町は，もともと寺院が多く，後に，それらの寺院を寺町などに移し

て，跡地は鷹部屋とし，鷹師を住まわせたと言われています。

そのような中，平成９年，新荘３丁目の住人４７７名の署名をもって，新屋敷町

。 ， ， ， ，名を復活させる陳情が提出されました 内容は 旧町名の梅小路 松小路 楓小路

柳小路，花小路，桜小路，桃小路に戻してほしいとのことでありました。しかし，

。 。 ，この陳情は聞き入れられませんでした まことに残念の一言であります なぜなら

私の出生地であり，人生を教授してくれたその地が花小路だからであります。

昔の町名を復活させることには，どんな意味があるでしょうか。例えば，元白銀

町にしても曲尺手町にしても，どうしてそういう名前になったのか，昔からの理由

があります。つまり，地元の歴史が町の名前であらわされているのです。町名を愛
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することは，町の歴史やそこに住む人たち，さらにはそこで育った自分を愛するこ

とにもつながっていくのではないでしょうか。今，全国でも旧町名復活の動きが相

次いでいます。なぜ復活の動きが続いているのか。閑散としたこの世の中で，古き

よき時代ではないが，人々は自分の町を，町の変遷を考えながら，みずからの歴史

を振り返っているからなのではないでしょうか。各学区の運動会を見ても，旧町名

の名前でみんな出ています。とても大事なことだと思います。

東北では，仙台市で，歴史的町名等活用推進委員会が２０００年度に発足，旧町

名を道路の通称名として使うことを決め，福島県会津若松市では，住民が旧町名の

復活を求める請願を市議会に提出，採択されました。そのような中，石川県金沢市

は，全国に先駆けて，９９年から大阪冬の陣で功があった加賀藩の重臣，富田主計

， ， 。の屋敷があった主計町を復活し さらに飛梅町 下石引町の町名も復活させました

そこには，郵便番号も７けたになり，容易に決断ができたのではないかと考える次

第であります。

そこで，お伺いしますが，水戸市としても，歴史性を踏まえ，早急に町名変更会

議，住居表示審議会を立ち上げ，旧町名復活ののろしを上げるべきと思いますが，

市長の考えをお聞かせください。

次に，産業経済行政についてお伺いいたします。

， ， ，今 弘道館公園や年間１００万人もの人が集う県立図書館周辺は 梅の香が漂い

４月にはお堀の桜が優美な姿を見せ，さらに芸術館でもさまざまなイベントが企画

されております。

しかしながら，茨城県の行政，経済を初め各種機能を担ってきた水戸の顔である

中心市街地区の空洞化が叫ばれてから久しく，平成１１年の県庁移転後は，さらに

厳しい環境を迎えており，とりわけ，商業機能や業務機能など都市型の集積力が著

しく減退し，定住人口も１万 4,０００人を割っており，また，さきの５０号歩行者

調査でも驚くような減少数値が示されております。

中心市街地におけるこのような都市機能の低下や拡散は，水戸の存在証明，アイ

デンティティーの喪失につながり，それは地区住民のまちを愛する心やまちを育て

残していく心に大きな不安を与えかねません。

しかしながら，地域コミュニティを初め，地域力は健全であり，今こそ商店街や

行政と連携し，市長の言われる協働のまちづくりを推進すべきときと考えておりま

。 ， ， ，す そして 経済面だけの活性化策ではなく 生活道路の整備や定住人口の増加策

そして生涯学習を通じてのまちの歴史や文化の再発見など，新たな面的な活性化策

の取り組みが必要と考えております。

幸い，商工会議所が企画調整型のＴＭＯに取り組んでおり，この思想こそが中心

市街地再生の決め手ではないでしょうか。

そこで，大工町や泉町再開発事業などの基盤整備に加え，商業振興面でも新たな
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取り組みを進めておりますが，市長の考える中心市街地再生に向けた基本的な考え

と取り組み，さらに中心商店街の活性化策や進め方についてお伺いをいたします。

続きまして，泉町１丁目再開発ビルとその関連についてお伺いをいたします。

本市の中心市街地活性化基本計画によると，この泉町１丁目南北の再開発事業が

基軸となっており，言いかえれば，この事業が大工町・南町地区を含めた商店街づ

くり，まちづくり再生のスタートなのであります。

水戸を代表する伊勢甚デパートが去年，２７９年の歴史に幕を閉じ，その跡地に

県下最大の売り場面積を持つ水戸京成デパートを核とした再開発ビルが建設されよ

うとしておりますが，工事入札をめぐり足踏み状態が続き，地域住民は，このスタ

ート時でのつまずきに大いに怒っております。

再開発組合や行政は，金が天から降ってくるのではなく，当初より全体で６３億

円の公的資金，血税が使われるという責任意識や公正な取り組みの指導を徹底すべ

きであったと考えております。

， ， ，そこで 現在の再開発ビル建設の現況とスケジュール また京成デパートの動向

また泉町天王町線，泉町東通り，西通り線の現況と今後のスケジュール，地権者の

動向についてお伺いをいたします。

また，京成デパート移転後の跡地利用ですが，この地の構想のおくれや空洞化は

絶対回避すべきで，南地区再開発を最大限生かす上でも早急な対応が求められてお

ります。

我が会派では，民間活力の導入を視野に入れたＰＦＩ（プライベート・ファイナ

ンス・イニシアチブ）による水戸市の行政機能の移転や，芸術館と連携し市民の芸

術文化活動に寄与する構想などを提言し，また，地元でも，この危機的状況の商店

， 。街の再生を目指し まちづくりの委員会が活発な活動をしていると聞いております

そこで，地権者の考えを初め，跡地利用構想の現況と今後の事業化の見通し，ま

た，地域団体やまちづくり委員会への対応などについてお伺いをいたします。

次に，市長の考える観光行政推進についてお伺いいたします。

今，政府では，２１世紀の進路として，観光立国行動計画を策定し，新しい観光

立国・日本に向けた施策を展開しております。現在，日本人の海外旅行者数の 1,６

００万人に比べ，観光入国する外国人は５００万人と低く，これを，２０１０年を

目標に 1,０００万人にふやそうと，訪日促進のビジット・ジャパン・キャンペーン

の取り組みを始めました。

また，総務省では，これを受け，海外での観光キャンペーンや外国人向けの観光

ルートの開発や企画などに取り組む市町村に対し，誘致運動の財政支援として２５

０億円を計上いたしました。

そこで，御存じ黄門さんですが，実は，地球の裏側のブラジルやアルゼンチン，

ペルーなどの南アメリカの日系２世，３世，４世の方々にも熱烈なファンが多く，
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そのＴＶドラマ「水戸黄門」の主題歌「あゝ人生に涙あり」も愛唱歌として広く歌

われていると伝え聞いております。３６０年も前の黄門さんが，このような遠い異

， ，国で慕われ愛されていること自体が感動ものですが そのふるさと水戸にとっては

この上ない喜びであり，誉れと考えております。

そこで，提案ですが，この黄門さんに感謝の気持ちを込めて，国際交流協会や大

， ， ，手旅行代理店と提携し 日系人に対し 黄門さんのふるさと訪問ツアーなど企画し

黄門さんの話題性や意外性を上手に利用し，水戸市そのものをＰＲしてはいかがで

しょうか。

これまでの観光概念は，宮崎のシーガイア，長崎のハウステンボス，和歌山のポ

ルトヨーロッパを初め９５％近くの失敗が示すとおり，テーマパークの建設や箱物

行政による一過性の観光客を誘致し，土産物を売る発想から，その都市の持つ歴史

や文化，産業，生涯学習などの教育も巻き込んだ，その都市そのものの持つ個性を

売り込むような多目的で多様な活動が推進されつつあります。

御承知のように，水戸市は黄門さんを初め，先人，偉人の残した歴史や貴重な観

光資源が多く，また，すばらしい自然景観をあわせ持つまちでありますが，特に回

遊性と滞在型への取り組みは不足をしております。

市長は，直接経済効果の見込める観光客の誘致はもとより，さまざまな仕掛けに

より交流人口の増大を図ることこそが，活力あふれる産業の振興や新たな視点に立

った活力あるまちづくりを進めていくことが重要と述べております。

これまで，本市では，観光行政振興策としてさまざまな事業に取り組んできてお

りますが，私の感じることは，水戸市としての一本化された観光文化振興の概念，

発想，コンセプトが明確でなく，さらにさまざまな視点，立場に立っての協議，検

討する全庁的な組織や市民のアイデアや創造性をくみ取る機関がないことが最大の

課題ではないでしょうか。

例えばですが，そのコンセプトの柱を，全国津々浦々までその名がとどろき渡る

黄門さんを取り上げ，関連事業の推進や関連グッズの企画を図ったり，新たな地場

産業の開発や売り込みなどの戦略，戦術を企画立案し，実行をしたり，過去に取り

組んだ事業の見直しやリニューアルをしたりする市長直轄の（仮称）観光振興対策

協議会などを組織するのも一考に値すると確信いたしますが，御見解をお聞かせく

ださい。

また，観光の果たす重要な役割として，新しい地場産業の開発や概念にとらわれ

ない自由な発想での企画への取り組みがあります。

水道部が取り組んだ黄門さんの名水などは，そのすばらしい発想の一例ですが，

現在，水戸ＪＡでは，一昨年より三色干しいもを観光物産用として開発しておりま

すが，担当する農政部門ではＰＲや販売促進のノウハウが未熟でステップアップが

できません。これを補い，次のステージへ導く組織が観光商工部門であり，そのノ
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ウハウを兼ね備えております。

今の時代，地方の行政といえども，部門によっては商社的感覚を養い，部門間の

連携を密にし，経済的行政運営を心がけるべきと考えます。御意見をお聞かせくだ

さい。

最後になりますが，本市では，現在，新たな観光基本計画を策定していると聞い

ておりますが，進捗状況と市長の考える観光行政推進のビジョンをあわせてお伺い

いたし，弘道会を代表いたしまして，質問を終了いたします。

ありがとうございました。

◎市長（加藤浩一君） 弘道会を代表されましての藤田議員の御質問にお答えいた

します。

まず最初に，国旗，国歌への基本的な考え方についてでありますが，我が国の国

旗，国歌につきましては，それまで慣習として定着してきたものを，平成１１年８

月の国旗及び国歌に関する法律の制定をもって，その根拠を明確にされたところで

ございます。

国旗は国を象徴するものとして，また，国歌は国を代表する歌として，世界のい

ずれの国でも大切に扱われ，国民の一体感のあかしとして重要な役割を果たすもの

であると認識をいたしておるものでございます。

我が国の国旗，国歌は，長い歴史と伝統の中で培われてきておりますが，私は，

これらの意義について国民一人一人が正しい知識を持ち，理解を深めることが，社

会，あるいは国を大切にし，他の人を思いやる心，そしてはぐくむ心，そういうこ

とにつながってくるものだと考えております。

先般，私は，フランスに行く機会がございました。その際に，ガイドさんが日本

人でございました。フランスに帰化をしてから３５年間たちますが，既に私はフラ

ンス人だと，そういう自覚を持っておりました。しかしながら，オリンピック等々

でテレビなどで国旗を見るときに，あるいは国歌を聞くときに，胸が極めて締めつ

けられる思いをいたします，やはり，みずからは日本人なんだなと，そういう認識

を改めて外国にいて持つものであります。さらに，私の知人は，国旗がオリンピッ

クで上がると，私の主人はいつもそこからいなくなってしまうんです，どこへ行っ

てしまうのかと思って，後をついて行ったらば，トイレの中で泣いているんですよ

と，こういう話を聞いたことがございました。やはり，国を離れ，その生まれ育っ

たところを離れて初めて，みずからのバックボーンとなるのは国旗であり，国歌で

あるんだろうと，そういうふうな気持ちを改めて持った次第であります。

， ，そうしたことを考えたときに これからの水戸の未来を託す若者たちに対しては

家庭や地域，それぞれの社会において，その意義を正しく伝え，伝承していかなけ

ればならないと，かように考えておるところでございます。
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次に，弘道館水戸学精神の人づくり，まちづくりへの生かし方についての御質問

にお答えをいたします。

私は，市民の皆様が心から水戸に住んでよかったと思える「元気都市・水戸」の

， ，実現を目指しているところでありますが 市民の皆様が郷土水戸を愛する心を持ち

みずからが住む水戸市のさらなる発展という目標に向かって，行政と協力をし合い

ながら取り組んでいけば，必ずやそれが実現をする，そういうふうに思っておると

ころでございます。

郷土を愛するということは，市内の各学校において掲げる水戸学の精神を受け継

いだ六つの実践項目の一つであり，私も，家庭や地域を愛し，ひいては郷土水戸を

愛する考え方を大切にしながら，将来の水戸市を担う人材の育成や，市民が水戸市

を愛し，誇りとすることができるようなまちづくりのために努めてまいりたいと考

えておる所存であります。

さらに，水戸学が成り立ってきた水戸の歴史や，あるいはそれに関連をし，観光

資源ともなっている弘道館や偕楽園，あるいは保和苑など，歴史的な資源を初め，

みずからのまちの歴史，郷土を理解し，愛するための教育を進めてまいりたいと考

えておるところでございます。

また，それらの資源を有効に活用しながら，回遊性を高めるなど，観光の視点に

立ったまちづくりも進めてまいりたいと考えておるところでございます。

次に，この１年間の取り組みについてでありますが，私は，市長就任以来，まち

づくりのビジョンである「元気都市・水戸」の実現に向けまして，あらゆる分野に

おいて考えをめぐらすとともに，重要な課題等に積極的に対応しながら，各種施策

に取り組んできたところでございます。

特に，厳しい財政状況の中で，元気都市を実現するための基礎づくりとして，新

行財政改革大綱を策定する過程においても，歳出の見直しなど健全な行財政基盤の

確立に努めてまいったところでございます。

職員からのアイデア募集の実施等によって，職員の意識改革を進め，資質の向上

に取り組んでまいりました。多くの職員から，あるいは多くの市民からそれぞれの

提案をいただきました。そうしたことが今回の予算編成の中に大いに生かされてい

るものだと思って，ありがたいと思っておるところでございます。

さらには，住民主体のまちづくりを目指し，市民参加による行政運営に向けたパ

ブリック・コメント手続制度の確立などにも取り組んできたところでございます。

今後，第５次総合計画をできるだけ早期に策定し 「元気都市・水戸」の実現に，

向けた施策の総合的な展開に努めてまいりたいと考えております。

また，私の目指す５０万都市構想の実現に向けては，内原町との合併を実現する

ことができ，新たな魅力を創出し，個性と魅力にあふれ，真に自律した都市を構築

していくための大きな一歩を踏み出すことができたものと考えております。
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今後とも，現在の厳しい社会環境をしっかりと受けとめ，広域的な交通のネット

ワークや観光資源のネットワークの形成，さらには地域の特性を生かした魅力ある

拠点づくりなど，新たな都市の魅力を創出していくことが必要であると考え，その

ため，将来ビジョンとして描いた５０万都市構想の実現を念頭に置きながら，さら

なる広域合併の推進に向けて，周辺の市町村とも合併に向けた話し合いを進めてま

いりたいと考えておるところでございます。

合併は相手がいることでもありますから，内原町との合併と同様に円滑に進めて

いくためにも，相手を尊重し，信頼性を重視し，対応することが基本であると考え

ております。

今後，十分に状況を見きわめながら，相手をお互いによく知るための勉強会や研

究会の開催等も含め，主体的に対応してまいりたいと，かように考えておる次第で

ございます。

次に，平成１６年度の予算編成についてでありますが，引き続き厳しい財政状況

の中で，国及び地方の動向を踏まえながら，行政と民間の役割分担や増大する市債

残高の抑制に十分留意しますとともに，財政の健全化を図りながら，限られた財源

を真に必要な分野に重点的かつ効果的に配分することといたしました。特に，緊急

， ， ，の行政課題でもあります中心市街地の活性化 観光の振興 自然環境の保全と再生

子育て支援・高齢者支援，教育の充実，行財政改革の６項目について，新規事業も

含め，積極的な予算化を図ったところでございます。

重点事業といたしましては，まず，中心市街地の活性化への対応として，仮称で

ありますが創業支援塾の開設やチャレンジショップの運営など空き店舗総合対策事

業を展開するとともに，引き続き，商店街団体や商工会議所等との連携を図りなが

ら，街中にぎわいづくり事業，そしてＴＭＯにおける事業を支援してまいりたいと

考えております。

観光の振興につきましては，黄門まつりを初めとする観光イベントのリニューア

ルとして実施内容の一層の充実に努めるとともに，新たな観光資源の創出としてロ

マンチックゾーン整備基本構想の策定を進めてまいります。また，観光ボランティ

アの育成と活用などによりホスピタリティーをはぐくみながら，観光の振興，地域

の活性化に努めてまいりたいと考えております。

自然環境の保全と再生につきましては，市内の動植物の分布，生態を把握する自

， ， ，然環境調査に着手するとともに 引き続き 住宅用太陽光発電システムの普及促進

そして合併処理浄化槽の設置補助については，新たに市単独の補助制度を創設し，

対象地域を拡大してまいりたいと考えています。

子育て支援・高齢者支援につきましては，公立保育所の保育時間をさらに延長す

るほか，新たに事業所内保育施設に対する助成措置を設け，保育環境の向上を図る

とともに，ファミリー・サポート・センター事業を実施するほか，子育て広場，総
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合ガイドブック等による子育て支援施策の充実を図ってまいりたいと考えておりま

す。また，新たにひとり暮らしの高齢者に対する寝具の乾燥消毒サービスの事業を

実施するとともに，引き続き特別養護老人ホームの整備を促進してまいりたいと考

えております。

教育の充実につきましては，新たに構造改革特区制度を活用した幼・小・中英会

話教育を行うとともに，スクールボランティア制度の導入により，開かれた学校運

営を推進してまいります。また，引き続き，新荘小学校校舎及び屋内運動場改築事

業や第四中学校大規模改造事業を進めますとともに，稲荷第一幼稚園移転増改築事

業，さらには（仮称）見和地区図書館建設事業を実施してまいりたいと考えており

ます。

行財政改革につきましては，個別外部監査制度や電子入札システムの導入を推進

しますとともに，使用料，手数料の見直しや補助金，負担金の適正化の検討を進め

るなど，新行財政改革大綱及び実施計画に基づく施策を推進してまいります。

さらに，都市基盤の整備といたしましては，水戸駅南口周辺地区におきまして，

県都の玄関口としてふさわしい都市中枢機能が集中する拠点として，関連する公共

施設等の整備を推進するとともに，泉町１丁目南地区や大工町１丁目地区の市街地

再開発事業の促進を図ってまいります。

加えて，那珂久慈流域下水道への接続に関連する工事や，整備区域の拡大に向け

た幹線の整備を進めるなど，普及率の向上を目指して，下水道事業を推進してまい

りたいと考えております。

次に，水戸市の財政状況につきましては，財政力指数は，平成１３年度 0.８６，

， 。平成１４年度0.８７ 平成１５年度は 0.８６と同程度の水準で推移をしております

一方，決算指標であります経常収支比率は，平成１３年度７ 9.９％から１４年度

８ 2.１％に上昇するなど，財政構造の弾力性が失われつつございます。

また，起債制限比率につきましても，３カ年平均で，平成１３年度は１ 4.３％に

対し，平成１４年度は１ 4.０％であり，平成１５年度は１ 3.７％程度と推計してお

ります。これらの数値は若干の改善は示しておりますものの，一般会計と特別会計

を合わせた市債残高が，平成１５年度末には 2,００４億 6,０００万円，平成１６年

度末では 1,９９０億 8,０００万円と引き続き大きな額であることから，今後につき

ましても，公債費負担適正化計画に基づきまして，起債制限比率を１３％以下に引

き下げるよう，繰り上げ償還や市債の借り入れを抑制するなど，公債費負担の適正

化が必要であると考えておるところでございます。

， ， ，なお 今後の長期的財政運営に当たりましては 事業の進捗に伴う市債の発行は

事業費負担の世代間の公平化の観点から必要であると考えておりますが，いずれに

いたしましても，今後とも厳しい財政環境が続くものと認識をしておりますので，

行政改革の推進，あるいは不要不急の歳出抑制の徹底を図るとともに，受益と負担
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の問題の明確化を図るなど，みずからの判断と財源で行政サービスや地域づくりに

取り組めるための健全な財政基盤の確立に向けて努力をしてまいりたいと考えてお

るところでございます。

次に，国立水戸病院の跡地利用に関する御質問にお答えをいたします。

水戸市では，これまで市の内部に関係課で構成する検討委員会を設置し，有効な

土地利用のあり方等について検討を行ってまいりました。

また，県との間に話し合いの場を設け，協議を行っておるところでございます。

病院の跡地につきましては，県が茨城町で進めております「桜の郷」事業地との

土地の交換ということになって，県有地となったことから，利用や処分は県が主体

となって進められているところでありますが，地元水戸市といたしましても，御指

摘のとおり重要な課題であり，積極的に関与し，取り組んでまいりたいと考えてお

るところでございます。

このため，１６年度の予算案に跡地利用の検討のため２００万円の調査費を計上

いたしました。その計上した予算の内容はですね，市独自に利用計画案等の検討を

行い，県に対して働きかけや提言等を行うための費用内容でございます。

快適な都市環境の形成という視点に立ち，未整備となっている都市計画道路など

地区の課題を整理しながら，水戸市や地域にとりまして，病院跡地が有効に活用さ

れますよう，今後とも県との協議を行ってまいりたいと考えておるところでござい

ます。

， ， ，次に 病院跡地の土壌汚染等の危惧についてでありますが 議員御指摘のとおり

最近になって各地の国公立病院の跡地から大量の医療廃棄物が発見され，土壌汚染

や地下水汚染のおそれから社会問題化し，徹底した調査や対策が求められておると

ころでございます。

このような事例を踏まえ，今回の国立病院跡地につきましても，周辺住民に不安

を与えることのないよう，県に対しまして十分な対応を講ずるよう申し入れをして

まいりたいと考えています。

次に，旧町名復活についてでありますが，本市には，数多くの由緒ある町名がご

ざいましたが，昭和４１年より実施いたしました住居表示事業により，多くの町名

が消えていったことは議員御指摘のとおりでございます。まことに残念なことだと

思っております。

， ，しかしながら 町内会名等の名称には今でも旧町名が使用されている実態があり

旧町名が依然として市民に愛着を持って根強く用いられていることは事実でござい

ます。

このようなことから，市といたしましては，市内１０７カ所に歴史のある旧町名

を表示した表示柱を設置するなどの事業を展開してきたところでございます。

一方，旧町名復活の動向といたしましては，全国に先駆けて金沢市において平成




